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審議案件 １          第５９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）  
 
第１ 審議案件の概要                                     ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：（仮称）東金ファッションモール                            
 ２ 所在地：東金市押堀字広田６５５番１ほか 
３ 建物設置者：株式会社しまむら 代表取締役 野中正人 
４ 小売業者名：株式会社しまむら  (業種：衣料品専門店) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ６,８９８㎡  ・所有形態  賃貸借 

・都市計画区域 非線引き都市計画区域 
・用途地域   無指定地域 
・現況     農地（田、畑） 
・建築確認   平成１９年７月中旬予定 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋建 
・建築面積   ２,６５５㎡ 
・延床面積   ２,５２２㎡ 
・店舗面積   ２,２４０㎡ 

７ 周辺の環境等：北は駐車場、南は道路を挟み店舗 
         東側は道路を挟み店舗、西側は農地と一部住居である。 
８ 処理経過： ・届出日 平成１８年１１月１０日 

・公告縦覧期間  平成１８年１２月１２日～平成１９年４月１２日 
・説明会開催日時 平成１９年１月９日 午後２時３０分 

       ・場 所 東金市中央公民館 
９ 市町村・住民等の意見 ： 

・東金市の意見     あり 
・住民等の意見     なし 

１ 新設日 ：平成１９年７月１１日 
２ 店舗面積：２,２４０㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１００台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：８０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：１８６㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：３７㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時 
  閉店時刻：午後８時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時４５分～午後８時１５分 
９ 駐車場の出入口の数：３か所 
 駐車場の出入口の位置：図３ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午後９時～翌午前１時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １００台(うち身障者用２台) 

（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 1.033 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 2.240 千㎡）

           ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 80％） 
÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.71） 

              ＝９５台 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）１００台 
・出入口３か所 
交通への支障を回避するための方策 
・オープンセール期間等の繁忙期に、交通整理員を出入口に配置する。 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 ８０台（内自動二輪用 ４台） ＊指針参考値の駐輪台数 2,240 ㎡÷35 ㎡＝64 台 
・駐輪場の管理体制 従業員の見回りを実施する。 
・駐輪場案内の表示方法 路面表示を行う。 

 
エ 荷さばき施設の整備等(図３ 参照) 

（ア）荷さばき施設の整備  面積：１８６㎡（しまむら 103 ㎡    シャンブル 83 ㎡） 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：２台 
 ・待機スペース       ：なし 
・搬出入車両専用出入口   ：なし 
・荷さばき可能時間帯    ：午後９時～翌午前１時 
・搬出入車両              ：２台（４ｔ車）              
・平均的な荷さばき処理時間 ：１５分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：２台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   （図５ 参照） 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：新聞折込広告に案内図を掲載する。 
・敷地駐車場内に案内看板を設置する。 
 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  指針に基づく参考値の台数が確保

されており、駐輪需要は充足している

と認められる。 
 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、必

要な配慮がなされていると認められ

る。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
・歩行者の安全を図るため夜間照明を設置する。 ※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、必要な配慮がなされていると認

められる。 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・納品時の梱包資材を極力減らす。 
・搬入時はダンボールを再利用し削減に努める。 
・ハンガー納品を行いダンボールの減量化に努める。 
・過剰包装のないようにして廃棄物の減量化を行う。 

イ リサイクル計画 
・納品後の不要なハンガーは、店舗にて希望するお客様に配布する。 
・店舗間にて商品の移動を行う場合は、納品時のダンボールを再利用する。 
・納品時に商品が入っていた袋は、販売時全て取り外し、店舗作業用に再利用する。 
・ダンボール、缶、ビンは指定業者に委託しリサイクルを行う。 

 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

 
（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  

・行政から要望があれば協力する。 
イ 防犯対策 

・閉店後は、駐車場出入口をチェーンで施錠し施設管理を強化する。 
 ・従業員による駐車場の見廻りを実施する。 
 ・駐車場、施設へ照明を適切に設置するとともに、防犯カメラを設置する。 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：空調室外機は低騒音型を採用する。 

 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：搬送作業の効率化により、作業の短縮化を図る。 
        搬出入車両のアイドリング禁止を徹底する。 
        作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 

荷さばき車両のバックブザーは使用しない。 
荷さばきは、全て手降ろしにより行う。 

・荷さばき施設：十分な荷さばきスペースを確保し、荷さばき時間の短縮を図る。 
          出入口の段差をなくし、車両入出庫時の騒音の削減を図る。 
         夜間の荷さばきは、「しまむら」側でのみ行う。  

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・低騒音型を採用する。 
 

b  駐車場からの騒音対策 
・アイドリングストップの看板を設置し注意を喚起する。 
・段差を少なくし、発生する騒音の低減を図る。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・早朝、深夜の作業は行わない。 
・作業者に騒音抑制意識向上の徹底を行う。 

 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価について

は、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準

値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予

測評価において、荷さばき車両走行音

が、敷地境界で基準を超過するが、保全

対象がなく、生活環境に与える騒音の影

響は軽微であると認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図５ 参照）                                 

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外４地点

ｃ 評価方法：都市計画法の用途指定外であり、騒音に係る環境基準の指定はないが、周辺の状況からＢ類型(主と

して住居の用に供される地域)として評価した。  

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ地点 無指定 （Ｂ） 46 55 以下 <30 45 以下  

Ｂ地点 無指定 （Ｂ） 45 55 以下 32 45 以下  

Ｃ地点 無指定 （Ｂ） 43 55 以下 <30 45 以下  

Ｄ地点 無指定 （Ｂ） 49 55 以下 39 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、音源毎に最短敷地境界地点。 
ｃ 評価方法：都市計画法の用途地域外であり、騒音規制法のあてはめがないため、第二種区域（住居系）で評価。

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象 基準値 環境騒音 

 

備  考 

D 無指定 第二種区域 75 45 なし － － 荷さばき車両走行音 

E 無指定 第二種区域 34 45 － － － キュービクル 

※夜間の荷さばき作業は、「しまむら」側でのみ行う。 
※荷さばき車両走行音が原因で、敷地境界予測地点 D で基準値を超過するが、保全対象（隣接地は駐車場）がなく、

周辺環境に及ぼす影響は軽微であると考えられる。 
 

 



6 

 
（２）廃棄物に係る事項等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：３７m3  （高さ１．５ｍ）【しまむら 21 m3      シャンブル 16 m3 】 
       

（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」(Ａ×Ｂ÷Ｃ) 
 A：1 日当たりの廃棄物等

の排出予測量（ｔ） 
B：廃棄物等の平均
保管日数（日） 

C：廃棄物等の 
見かけ比重 

保管容量 
（㎥） 

紙製廃棄物等 ０．４７０ ２ ０．１０ ９．４０

金属製廃棄物等 ０．０１６ ７ ０．１０ １．１２

ガラス製廃棄物等 ０．０１３ ７ ０．１０  ０．９１

プラスチック製 
廃棄物等 ０．０４０ ２ ０．０１ ８．００

生ごみ等 ０．３８０ ２ ０．５５ １．３８

その他の可燃物等 ０．１２０ ２ ０．３８ ０．６３

合   計  ２１．４４

 
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    ７日１回（生ごみは２日に１回） 
 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても配慮が

なされていると認められる。 
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（３）街並みづくり等への配慮等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 ２２２㎡（敷地面積 ６，８９８㎡の３．２％） 
（都市計画法の３％以上） 
 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：店舗はシンプルな１階建てとし、店舗前面にフラワーポットを設置し景観に配慮

する。                  
ウ 屋外照明・広告塔照明等 

・点灯時間  日没から閉店まで 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

 
３ 市町村・住民等の意見について 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 東金市の意見 
（ア）国道１２８号から国道１２６号への通り抜け防止策を実施すること。 

（対応）通り抜け禁止の看板を設置します。 
 

（イ）出入口№１の左折を徹底してもらいたい。 
（対応）左折案内看板を設置します。 
 

（ウ）国道１２８号下り車線から入口№２方面へ右折禁止の徹底をしてもらいたい。 
（対応）右折禁止の案内看板を設置します。 

 
（エ）混雑時交通整理員を配置してもらいたい。 

（対応）開店時、繁忙時には交通整理員を配置します。  
 

（オ）災害時の避難経路などのマニュアルを整備し、防災訓練、従業員に対する防災教育を実施すること。 
（対応）東金市総務課消防安全係と協議し、消防計画を作成し対応します。 

 
（カ）特定施設等の届出について協議願いたい。 
 （対応）東金市環境保全課と協議済みで本施設は該当しない。 

 
 
 

※東金市からの意見については、必要

な対応がなされると認められる。 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針に基づく参考置の台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 
 

３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、荷さばき車両走行音が、敷地境界で基準を超過するが、保全対象がなく、生活環境に与える騒音の影響

は軽微であると認められる。 
 

 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 
６ 東金市の意見については、必要な対応がとられると認められる。なお、住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
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審議案件 ２       第５９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）   
 
第１ 審議案件の概要 

１ 大規模小売店舗の名称：精文館書店木更津店                     ＜届出概要＞ 
 ２ 所在地：木更津市太田２丁目５番１号 
３ 建物設置者：株式会社精文館書店 代表取締役 木和田泰正 
４ 小売業者名：株式会社精文館書店  (業種：書籍販売) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ９，９８６㎡  ・所有形態  賃貸借 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   準住居地域（一部、第一種住居地域）  
・現況     宅地 
・建築確認   平成１６年１２月（確認済み） 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋建 
・建築面積   ２，８０８㎡ 
・延床面積   ２，７６３㎡ 
・店舗面積   ２，６０６㎡ 

７ 周辺の環境等：東側は道路を挟み駐車場、西側は道路を挟み住居 
南側は道路を挟み住居、北側は住居と空地である。 

８ 処理経過： ・届出日 平成１８年１２月７日 
・公告縦覧期間  平成１９年１月５日～平成１９年５月５日 
・説明会開催日時 平成１９年２月１日 午後２時、午後７時 

       ・場 所     木更津市太田自治会集会場 
９ 市町村・住民等の意見： 

・木更津市の意見  あり 
・住民等の意見   なし 

１ 新設日 ：平成１９年８月８日 
２ 店舗面積：２，６０６㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１４４台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：８５台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：８９㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：１５㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時 
  閉店時刻：翌午前２時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時３０分～翌午前２時３０分 
９ 駐車場の出入口の位置：図３ 

駐車場の出入口の数：７か所 
10 荷さばき可能時間帯：午前９時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（２）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １４４台(うち身障者１台) 

 
・小売店舗に係る必要駐車台数 １００台 
（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 1,022 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 2.606 千㎡）

           ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 70％） 
÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.739） 

              ＝１００台 
 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 
（ア）建物外平面駐車場（自走式）１４４台  
（イ）出入口７か所（第１駐車場３か所、第２駐車場３か所、第３駐車場１か所） 
（ウ）敷地内駐車場待ちスペース 
  ・出入口№１→ 20ｍ 入口№３→12ｍ    
（エ）交通への支障を回避するための方策 

・土日等繁忙時に、交通整理員（７名）を出入口７か所に配置する。 
 
ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
   ・届出台数 ８５台（うち自動二輪用 １０台） ＊指針参考値の駐輪台数 2,606 ㎡÷35 ㎡＝75 台 

・駐輪場の管理体制 従業員が適宜見回りを行う。 
・駐輪場案内の表示方法 案内看板の設置及び、路面表示を行う。 

 
エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：８９㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数      ：１台 
 ・待機スペース        ：あり 
・搬出入車両専用出入口    ：なし 
・荷さばき可能時間帯     ：午前９時～午後１０時 
・搬出入車両               ：５台（２ｔ車５台）              
・平均的な荷さばき処理時間  ：１５分 
・ピーク時の搬出入車両台数  ：１台 

 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  指針に基づく参考値の台数が確保

されており、駐輪需要は充足している

と認められる。 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
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オ 経路の設定 
（ア）案内経路  （図５ 参照） 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：新聞折込広告に案内図を掲載する。 
・店舗周辺約３㎞圏内の誘導経路上（６か所）に案内看板を設置する。 

※経路 
経路設定及びその周知の方法は、必

要な配慮がなされていると認められ

る。 

（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・歩行者及び自転車専用の出入口を設け、また、場内は歩行者通路を設置しカラー表示して安全を確保る。 
（図３ 参照）

・繁忙期には各出入口に交通整理員（７名）を配置する。 
・歩行者の安全を確保するため屋外灯を設置する。 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、必要な配慮がなされていると認

められる。 

（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物減量化 
・ダンボール減量のため、折りたたみコンテナを使用し梱包を最小限にする。 
・廃棄物減量化のため過剰包装のないように努める。 
・再生紙利用に努める。 

 ・コピー及びメモは両面使用する。 
  
 
イ リサイクル計画 
 ・段ボールは、リサイクル専門業者に委託する。 

・自動販売機のペットボトル・アルミ缶等は、店頭にリサイクル回収ボックスを設置しそれぞれ専門業者に委託しリ

サイクルを行う。  

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

（４）防災・防犯対策への協力 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 防災対策  
・行政から要請があった場合は、協力する。 

イ 防犯対策 
・店内及び駐車場は警備会社による巡回を行う。 
・店内に監視カメラを設置し、防犯対策を行う。 
・閉店後、各駐車場出入口にチェーンバリカー等で閉鎖し青少年の溜り場にならないよう配慮する。 
・駐車場内に適切な照明設備を設置する。 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（２）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策：低騒音型の機器を採用する。 

駐車場内に緑地帯を設ける。 
 

（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 
ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 

・荷さばき作業：荷卸は手作業で行う。 
台車は店内のみで使用する。 

作業員及び店員に騒音防止意識の徹底を図る。 
・荷さばき施設：荷さばき施設は十分なスペースを確保し作業時間の軽減を図る。 

衝撃音の発生が予想される箇所（プラットフォーム、台車と扉）には緩衝用のゴムを取り付

け騒音の低減を図る。 
床に弾力性のあるウレタン保護材を塗布し平滑な仕上げとし、騒音の低減を図る。 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
・屋外でのＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 
・屋内でのＢＧＭの音漏れに注意する。 
 

(ウ) 付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 
a  室外機等からの騒音対策 

・室外機は低騒音型を採用する。 
b  駐車場からの騒音対策 
  ・駐車場内は段差を少なくし騒音の低減を図る。 

・アイドリングストップの看板を設置し周知徹底を図る。 
・出入口５は、夜間利用しない。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・夜間、早朝、夕方の回収は行わない。 
・作業員及び処理業者への騒音抑制意識向上を働きかける。 

 
※ 騒音の総合的な予測・評価につい

ては、昼間・夜間の等価騒音レベルは

基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの

予測評価において、来客車両走行音

が、敷地境界予測地点で基準値を超過

し、保全対象側でも超過する地点があ

るが、現況の環境騒音の方が大きく、

環境に与える影響は軽微であると認

められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                 

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 

a 予測方法：音源ごとに距離減衰効果及び回折減衰を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、昼間(6：00～22：00)

及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外６地点 

c 評価方法：騒音に係る環境基準 

d 騒音の総合的な予測結果 
   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ地点 準住居地域 Ｂ 40 55 以下 38 45 以下  

Ｂ地点 第一種住居地域 Ｂ 42 55 以下 40 45 以下  

Ｃ地点 第一種住居地域 Ｂ 43 55 以下 41 45 以下  

Ｄ地点 第一種住居地域 Ｂ 48 55 以下 43 45 以下  

Ｅ地点 第一種住居地域 Ｂ 44 55 以下 39 45 以下  

Ｆ地点 準住居地域 Ｂ 44 55 以下 42 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法      
a 予測方法：音源ごとに距離減衰効果及び回折減衰を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲について、音源毎に最短敷地境界地点 

c 評価方法：騒音規制法に係る夜間の規制基準（保全対象側 a2 は準住居地域、b2・c2・d2 は第一種住居地域） 

d 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象：予測地点 基準値 環境騒音 

 

備  考 

a1 74 60 ： a2 63 

測地点
来客車両走行音 

b1 
準住居地域 

54 48 ： b2 57 来客車両走行音 

c1 74 50 ： c2 51 来客車両走行音 

d1 
第一種住居地域

第２種区域 

74 

45 

42 ： d2 

45 

44 来客車両走行音 

※現在、届出規模未満で営業中の店舗である。 
※出入口５は、利用可能時間を午後１０時までとする。また、第３駐車場（従業員用）への通路も夜間利用しない。

※来客車両走行音が原因で、敷地境界予測地点で基準値を超過し、保全対象側でも超過する地点があるが、現況の環

境騒音の方が大きく、環境に与える影響は軽微であると認められる。 
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（３）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：１５m3 （高さ 1.5ｍ） 
    

（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」(Ａ×Ｂ÷Ｃ) 
 A：1 日当たりの廃棄物等

の排出予測量（ｔ） 
B：廃棄物等の 
平均保管数（日）

C：廃棄物等の
見かけ比重 

保管容量 
（㎥） 

紙製廃棄物等 ０．５４２０ １ ０．１０ ５．４２

金属製廃棄物等 ０．０１８２ １ ０．１０ ０．１８

ガラス製廃棄物等 ０．０１５６ １ ０．１０ ０．１６

プラスチック製廃棄物等 ０．０５２０ １ ０．０１ ５．２１

生ごみ等 ０．４４０４ １ ０．５５ ０．８０

その他の可燃物等 ０．１４０７ １ ０．３８ ０．３７

合   計  １２．１４

 
イ 廃棄物等の運搬や処分について 
・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日 
 

※廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても配慮が

なされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 １８４㎡（敷地面積 ９，９８６㎡の１．８％） 

（土地区画整理地内のため義務規定はない。） 
 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：店舗色彩は全体的に落ち着いた色調とする。 
                 ストアロゴをアクセントとして周辺環境に溶け込む建物とする。 
                   
ウ 屋外照明・広告塔照明等 

・点灯時間  日没から閉店まで。 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。 

 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 
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３ 市町村・住民等の意見について 

ア 木更津市の意見 
（ア）土、日等来客者が多く見込まれる場合は、特に車両及び歩行者の誘導に配慮願いたい。 

（対応）特別セール期間中の土、日祭日は、駐車場の出入口に交通整理員を配置し、車両・歩行者が安全に来店帰宅

できるように誘導します。なお、平常の土、日祭日については、状況を見ながら対応します。 
 

（イ）木更津市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例第１０条に基づく減量化及び資源化計画書の提出

をお願いしたい。 
（対応）条例第１０条第１項の規定による減量化及び資源化計画書を提出し、その後毎年１回届出します。 

 
（ウ）①騒音規制法及び振動規制法並びに木更津市環境保全条例に基づく特定施設に該当するものは届出をすること。

   ②生活環境保全のため深夜、早朝等において駐車場出入口の施錠等必要な措置を講じ適切に管理すること。 
(対応)  ①新設前までに空調室外機のうち原動機の出力が騒音規制法、振動規制法並びに市条例に該当するものにつ

いて、特定施設の届出をします。 
     ②深夜、早朝の駐車場利用について、駐車場の出入口を営業時間外は施錠し、防犯対策等適切に管理します。

 
（エ）木更津市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例第４条にあるように廃棄物の減量化、資源化に努

めるとともに適正な処理をすること。処理に当たっては、許可業者に依頼すること。 
（対応）減量化、資源化に努めるとともに許可業者（共進社）に依頼し、種類分類別により適正に処理します。 

 
 
 
 
 
 
 

※ 木更津市の意見については、必要な

対応がなされると認められる。 
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第３ 総合判断 
１ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針に基づく参考値の台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 
２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 

 
３ 騒音の発生に係る事項について、騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 

夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が、敷地境界予測地点で基準値を超過し、保全対象側でも超過する地点があるが、現況

の環境騒音の方が大きく、環境に与える影響は軽微であると認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 

 
６ 木更津市の意見については、必要な対応がなされると認められる。なお、住民等からの意見はなかった。 

  
 以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断す

る。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
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１ 新設日 ：平成１９年９月１２日 
２ 店舗面積：４，２００㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：２４８台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：１９９台 
５ 荷さばき施設の位置：図４ 
  荷さばき施設の面積：３４８㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図４ 
  廃棄物保管施設の容量：４０㎥ 
７ 開店時刻：午前９時 
  閉店時刻：午後１０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前８時３０分～午後１０時３０分 
９ 駐車場の出入口の数：３か所 
 駐車場の出入口の位置：図３ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午前６時～午後１０時 

審議案件 ３          第５９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）  
 
第１ 審議案件の概要                                      ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：（仮称）松戸新田ＮＳＣ                            
 ２ 所在地：千葉県松戸市松戸新田字店屋舗２４５番ほか 
３ 建物設置者：芦田 弘一郎  
４ 小売業者名：サミット株式会社ほか  (業種：食料品、住・生活関連等ほか) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 １３，３０９㎡  ・所有形態  自己所有 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   第一種住居地域 
・現況     更地 
・建築確認   平成１８年１１月２０日 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋及び２階建 
・建築面積   ６，５９４㎡ 
・延床面積   ７，１８１㎡ 
・店舗面積   ４，２００㎡ 

７ 周辺の環境等：計画地は、新京成電鉄松戸新田駅に隣接し、市道と新京成電鉄に挟まれた第一種 
住居地域で、東側と西側は住宅地、北側は幹線道路の市道を挟んで店舗、事務 
所等、南側は鉄道敷となっている。 

８ 処理経過： ・届出日 平成１９年１月１１日 
・公告縦覧期間  平成１９年１月３０日～平成１９年５月３０日 
・説明会開催日時 平成１９年３月５日 午後６時３０分 
・ 場 所 松戸市明市民センター 

９ 市町村・住民等の意見 ：松戸市の意見     なし 
：住民等の意見     なし 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（３）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 ２４８台(内身障者用５台) 

（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 1,232 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 4.200 千㎡）

           ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 65％） 
÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.885） 

              ＝２１４台 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）１１６台、屋上駐車場（自走式）１３２台 
・出入口３か所 
交通への支障を回避するための方策 
・オープンセール期間及び土日祭日の繁忙期に、交通整理員を出入口に配置する。 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
  ・届出台数 １９９台（内自動二輪用 ９台） ＊指針参考値の駐輪台数 4,200 ㎡÷35 ㎡＝140 台 

・駐輪場の管理体制   従業員が必要に応じて対応する。 
・駐輪場案内の表示方法 駐輪区画の表示及び案内看板を設置する。 

 
エ 荷さばき施設の整備等（図４ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：３４８㎡（①３１３㎡、②３５㎡） 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：３台 
 ・待機スペース       ：なし 
・搬出入車両専用出入口   ：あり 
・荷さばき可能時間帯    ：午前６時～午後１０時 
・搬出入車両              ：３２台（４ｔ車２７台、２ｔ車５台）              
・平均的な荷さばき処理時間 ：１５分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：７台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：販促チラシに経路案内図を掲載する。 
・駐車場出入り口案内看板を設置する。 
・土日繁忙期、オープン時には交通整理員を配置する 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  指針に基づく参考値の台数が確保

されており、駐輪需要は充足している

と認められる。 
 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、必

要な配慮がなされていると認められ

る。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
・歩行者用通路をカラー表示し歩行者の安全を確保する。（図３参照） 
・出入口付近において看板による案内をする。 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、必要な配慮がなされていると認

められる。 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・集配センターからの一括納入による無駄な梱包を最小限にする。 
・折りたたみコンテナ、リサイクルカート・パレットを使用する。 
・衣類はハンガー納品を実施する。 
・POS データ管理により売れ残りを削減し、廃棄物減量化を図る。 
・事務所において再生紙の利用に努める。 
・野菜などのばら売りを実施することにより、廃棄物減量化を計る。 
・買い物袋持参による廃棄物減量化を推進する。 

イ リサイクル計画 
  ・食品廃棄物は食品リサイクル法の基本方針に基づき、発生の抑制・減量・再利用に努める。 

・専用回収ボックスの設置、店頭告知により店舗利用者及び周辺住民に対し積極的に周知を図り、リサイクルを行

う。 
・魚のアラ、廃油、牛脂は飼料化等のため専門業者に委託する。 
・ビン、缶類は専門業者に収集を委託する。 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

 
（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  

・松戸市より要請があった場合は協力する。 
イ 防犯対策 

・駐車場内は警備員による巡回、防犯カメラの設置、適切な照明設備配置による防犯対策を行う。 
・駐車場利用時間外は、駐車場の閉鎖・施錠をし、青少年の溜り場等にならないよう配慮する。 
 

 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（４）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：機器は低騒音型を採用し、主に駅側に配置する。 

店舗周囲に緑地を配置する。 
複合棟は二階の外壁（防音壁）と建物との間に配置する。 

                SM・衣料棟の屋上駐車場周囲及び車路に防音壁を設置する。 
（ALC1.65mＨ、0.18mＷ） 

 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：搬出入車両（冷凍・冷蔵車を除く）のアイドリング禁止を徹底する。 
        夜間に荷さばき作業を行わない。 

作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
・荷さばき施設：壁や天井に防音マットを設置する。  

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・低騒音型を採用する。 
・複合棟は二階の外壁（防音壁）と建物との間に設備を配置する。 

b  駐車場からの騒音対策 
・アイドリングストップの看板を設置し注意を喚起する。 
・段差を少なくし、発生する騒音の低減を図る。 
・屋上駐車場は夜間 22 時以降閉鎖し、西側（住居側）出口は、22 時以降閉鎖する。 
（閉店時間は 22 時であり、22 時以降の入口利用はない） 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・壁や天井に防音マットを設置する。 
・作業者に騒音抑制意識向上の徹底を行う。 
 

 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価について

は、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準

値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予

測評価において、来客車両走行音が、敷

地境界で基準を超過し、保全対象側でも

超過するが、環境騒音レベルのほうが大

きく、生活環境に与える騒音の影響は軽

微であると認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図６・７ 参照）                              

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果及び回折減衰を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外５地点

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ地点 第一種住居地域 Ｂ 43 55 以下 31 45 以下  

Ｂ地点 第一種住居地域 Ｂ 47 55 以下 36 45 以下  

Ｃ地点 第一種住居地域 Ｂ 47 55 以下 35 45 以下  

Ｄ地点 第一種住居地域 Ｂ 51 55 以下 40 45 以下  

Ｅ地点 第一種住居地域 Ｂ 50 55 以下 37 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、音源毎に最短敷地境界地点。 
ｃ 評価方法：騒音規制法に係る夜間の規制基準 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象 基準値 環境騒音 

 

備  考 

av 
第一種 

住居地域 第二種区域 63 45 63 45 64 

aw 
第一種 

住居地域 第二種区域 55 45 50（aw2） 45 53 

来客車両走行音 

（22:00～22:30） 

※屋上駐車場は夜間 22 時以降閉鎖し、西側（住居側）出口は、22 時以降閉鎖する。 
（閉店時間は 22 時であり、22 時以降の入口利用はない） 

※来客車両走行音が原因で、敷地境界予測地点で基準値を超過し、保全対象側でも超過するが、現況の環境騒音の

方が大きく、環境に与える影響は軽微であると認められる。 
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（２）廃棄物に係る事項等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物等の保管について （図４ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：４０m3    （３３．５㎡×１．２ｍ）  

（保管施設１→２１m3  保管施設２→４m3  保管施設３→４m3  保管施設４→１１m3 ） 
 

（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」(Ａ×Ｂ÷Ｃ) 
 A：1 日当たりの廃棄物等

の排出予測量（ｔ） 
B：廃棄物等の平均
保管日数（日） 

C：廃棄物等の 
見かけ比重 

保管容量 
（㎥） 

紙製廃棄物等 ０．８７４ １ ０．１０ ８．７３６

金属製廃棄物等 ０．０２９ １ ０．１０ ０．２９４

ガラス製廃棄物等 ０．０２５ １ ０．１０  ０．２５２

プラスチック製 
廃棄物等 ０．０８４ １ ０．０１ ８．４００

生ごみ等 ０．７１０ １ ０．５５ １．２９１

その他の可燃物等 ０．２２７ １ ０．３８ ０．５９７

合   計  １９．５７０

＊指針による小売店舗の保管量と小売店舗以外の施設の保管量の合計 
指針に基づく排出予測量 19.57 ㎥＋小売店舗以外の排出予測量 0.25 ㎥（類似店舗の実績による。） 
＝全体排出予測量 19.82ｍ３ 
 

イ 廃棄物等の運搬や処分について 
・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日 
 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても配慮が

なされていると認められる。 
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（３）街並みづくり等への配慮等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 １，２０５㎡（必要緑化敷地面積 １１，８４９㎡の１０．１７％） 
（松戸市宅地開発事業に関する条例により敷地面積の１０％以上） 
 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：周辺の低層住宅に合わせた建物高さとする。 
建物の色や外壁は周囲と調和の取れる計画とする。 
緑化においては常緑の樹種を選択する。                  

ウ 屋外照明・広告塔照明等 
・点灯時間  日没から午後１０時３０分まで 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

 
３ 市町村・住民等の意見について 

針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 松戸市の意見：なし 
 
イ 住民等の意見：なし 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針に基づく参考置の台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 
 

３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が、敷地境界で基準を超過し、保全対象側でも超過するが、環境騒音レベルの方が 

大きく、生活環境に与える騒音の影響は軽微であると認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 
６ 松戸市及び住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
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審議案件 ４          第５９回大規模小売店舗立地審議会資料（法附則第 5 条第 1 項）  
 
第１ 審議案件の概要                                      ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：ジョイフル本田八千代店 B 館                            
 ２ 所在地：千葉県八千代市村上字白筋 2700 番 4 ほか 
３ 建物設置者：㈱ジョイフルカンパニー 代表取締役 本田 昌也 
４ 小売業者名：㈱ジョイフル本田  (業種：住・生活関連品専門店) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 １３，４７７㎡  ・所有形態  自己所有及び借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   第一種中高層住居専用地域 
・現況     店舗、駐車場 
・建築確認   平成１９年９月予定 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋及び２階建 
・建築面積   ３，０７４㎡ 
・延床面積   ３，４９９㎡ 
・店舗面積   ２，８０７㎡ 

７ 周辺の環境等：北側は駐車場及び住居、南側は土地区画整理事業地区及び住居 
         東側は中学校、西側は住居及び空地である。 
８ 変更しようとする事項 

 （１）店舗面積 

（変更前）１，５００㎡  （変更後）２，８０７㎡ 

（２）駐車場の収容台数 

        （変更前）２２６台    （変更後） １５３台 

（３）駐輪場の収容台数 

        （変更前）  ０台    （変更後）  １９台 

（４）荷さばき施設の位置及び面積 

        （変更前） ６０㎡    （変更後） ２１０㎡ 

（５）廃棄物等の保管施設の位置及び容量 

        （変更前） １２㎡    （変更後）  ３５㎡ 

１ 変更日 ：平成１９年８月１４日 
２ 店舗面積：２，８０７㎡ 
３ 駐車場の位置：図２ 
  駐車場の収容台数：１５３台 
４ 駐輪場の位置：図２ 
  駐輪場の収容台数：１９台 
５ 荷さばき施設の位置：図２ 
  荷さばき施設の面積：２１０㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図２ 
  廃棄物保管施設の容量：３５㎥ 
７ 開店時刻：午前９時 
  閉店時刻：午後８時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前８時３０分～午後８時３０分 
９ 駐車場の出入口の数：５か所 
 駐車場の出入口の位置：図２ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午前６時～午後９時 
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（６）開店時刻及び閉店時刻 

  ① 開店時刻（変更前）午前９時       （変更後）午前９時 

  ② 閉店時刻（変更前）午後７時       （変更後）午後８時 

        （年間１２０日は午後 7時３０分） 

         

（７）駐車場利用時間帯 

   （変更前）午前８時３０分～午後７時３０分 （変更後）午前８時３０分～午後８時３０分 

   （年間１２０日は午後８時） 

（８）駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

        （変更前） ３か所    （変更後） ５か所 

 
９ 処理経過： ・届出日 平成１８年１２月１３日 

・公告縦覧期間  平成１９年１月５日～平成１９年５月５日 
・説明会開催日時 平成１９年２月７日 午後３時、午後６時 

       ・場 所 八千代市市民会館 
１０ 市町村・住民等の意見 ：八千代市の意見    なし 

：住民等の意見     なし 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １５３台 

（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 1,016 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 2.807 千㎡）

           ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 70％） 
÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.757） 

              ＝１０９台 
イ 駐車場の位置及び構造等（図２ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）１５３台 
・出入口５か所 
交通への支障を回避するための方策 
・土日祭日の繁忙期に、交通整理員を適宜配置する。 

ウ 駐輪場の確保等（図２ 参照） 
  ・届出台数１９台  

   ※荷姿の大きな資材等を扱うため、変更前から駐輪場は無かったが、今回１９台を確保した。 

※指針参考値の駐輪台数 2,807 ㎡÷35 ㎡＝80 台 

・駐輪場の管理体制   従業員が巡回し管理等を行う。 
・駐輪場案内の表示方法 案内看板及び路面表示をする。 

エ 荷さばき施設の整備等（図２ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：２１０㎡（①６０㎡、②６０㎡、③９０㎡） 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：３台 
 ・待機スペース       ：なし 
・搬出入車両専用出入口   ：なし 
・荷さばき可能時間帯    ：午前６時～午後９時 
・搬出入車両              ：３６台（８ｔ車７台、４ｔ車１５台、２ｔ車１４台）            

・平均的な荷さばき処理時間 ：２０分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：５台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路  （図３ 参照） 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：販促チラシに経路案内図を掲載する。 
・駐車場出入り口案内看板を設置する。 
・土日繁忙期、オープン時には交通整理員を配置する。 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  特別な事情により駐輪台数の決定

を行っているが、業種を考慮すると妥

当であり、駐輪需要は充足していると

認められる。 
 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、必

要な配慮がなされていると認められ

る。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
・歩行者用通路を余裕を持った幅員とし、歩行者の安全を確保する。 
・駐車場出入口付近に「止まれ」及び「停止線」のマーキングを行う。 
・駐車場の照明は暗がりを作らないように配慮し、照度を確保する。 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、必要な配慮がなされていると認

められる。 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・搬入時、パレットを使用することによるダンボール等の減量を図る。 
・商品の包装は必要最小限とする。 
 

イ リサイクル計画 
・ダンボール等の資源ごみについては、業者委託し 100％リサイクル化を図る。 
・アルミ缶、ペットボトルについては納入業者によりリサイクルを行う。 
・発泡スチロールは回収業者を通じて溶解・固形化してリサイクルを行う。 
・事務所において再生紙、裏紙等を使用する。 
・従業員には廃棄物の分別を行うよう周知徹底する。 

 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

 
（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  

・関係機関からの要請があれば、防災協定を締結する。 
イ 防犯対策 

・駐車場の照明は暗がりを作らないように配慮し、照度を確保する。 
・植栽の定期的な管理や、見通しを妨げない看板等の配置、フェンスをメッシュや格子にすることにより、周囲か

らの見通しを確保する。 
・閉店時は駐車場の出入口を門扉・チェーンで施錠する。 
 

 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（５）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：資材置場に遮音壁（2.0ｍＨ 0.15ｍＷ）を設置する。 

設備機器は低騒音型を設置する。 
 

（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 
ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 

・搬出入車両のアイドリング禁止を徹底する。 
・夜間作業は行わない。 
・作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・低騒音型を採用する。 
 

b  駐車場からの騒音対策 
・アイドリングストップの看板を設置し注意を喚起する。 
・段差を少なくし、発生する騒音の低減を図る。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・早朝、深夜の作業は行わない。 
・作業者に騒音抑制意識向上の徹底を行う。 

 
 

※騒音 
今回の変更は、店舗の増床等である

が、騒音の予測・評価結果は、すべて基

準値を満たしており、適切な対応がとら

れているものと認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                 

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果及び回折減衰を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。 

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外５地点

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ地点 第一種中高層住居専用地域 Ａ 49 55 以下 － 45 以下  

Ｂ地点 第一種中高層住居専用地域 Ａ 48 55 以下 － 45 以下  

Ｃ地点 第一種中高層住居専用地域 Ａ 54 55 以下 － 45 以下  

Ｄ地点 第一種中高層住居専用地域 Ａ 55 55 以下 － 45 以下  

Ｅ地点 第一種中高層住居専用地域 Ａ 44 55 以下 － 45 以下  

 
※ 夜間の作業及び稼動する設備はありません。 
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（２）廃棄物に係る事項等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物等の保管について （図２ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：３５m3    （２３．４㎡×１．５ｍ）  

（保管施設１→１１．７m3  保管施設２→１１．７m3  保管施設３→１１．７m3 ） 
 

（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」(Ａ×Ｂ÷Ｃ) 
 A：1 日当たりの廃棄物等

の排出予測量（ｔ） 
B：廃棄物等の平均
保管日数（日） 

C：廃棄物等の 
見かけ比重 

保管容量 
（㎥） 

紙製廃棄物等 ０．５８２ １ ０．１０ ５．８２

金属製廃棄物等 ０．０２０ １ ０．１５ ０．１３

ガラス製廃棄物等 ０．０１８ １ ０．３０  ０．０６

プラスチック製 
廃棄物等 ０．０５６ １ ０．０４ １．４０

生ごみ等 ０．４７１ １ ０．５５ ０．８６

その他の可燃物等 ０．１５１ １ ０．３８ ０．４０

合   計  ８．６７

 
 

イ 廃棄物等の運搬や処分について 
・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日 
 
 
 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても配慮が

なされていると認められる。 
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（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積（第２資材館）３４２㎡（八千代市緑化推進指導要綱により建ぺい空き地面積の 

２０％以上） 
※（2,647 ㎡（第 2 資材館と同一筆の面積）－945 ㎡（延床面積））×0.2＝340.4 ㎡ 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ： 
  ・増設部分の外壁等については、周辺環境と調和するよう、原色は使用せず落ち着きのあるものとする。 

・増築部分の建物の高さは２階建とし、周辺景観と調和したデザインとする。                 

ウ 屋外照明・広告塔照明等： 
・点灯時間  日没から閉店まで 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

 
３ 市町村・住民等の意見について 

針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 八千代市の意見：なし 
 
イ 住民等の意見：なし 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、特別な事情により駐輪台数の決定を行っているが、業種を考慮すると妥当であり、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 
 

３ 今回の変更は、店舗の増床等であるが、騒音の予測・評価結果は、すべて基準値を満たしており、適切な対応がとられているものと認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 
６ 八千代市及び住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
 


